
平成２６年政策評価書

千葉県警察重点目標 県民生活を脅かす犯罪の徹底検挙

施 策 重要窃盗犯等の徹底検挙

施 策 目 標 重要窃盗犯及び街頭で連続的に発生する窃盗犯捜査の推進

県民の身近で発生する重要窃盗犯（侵入盗、自動車盗、ひったく

り、すり）及び街頭で連続的に発生する窃盗犯（車上ねらい、部品

ねらい、自動販売機ねらい、オートバイ盗、自転車盗）は、全国的

施策設定の背景 に見て高水準で推移しており、県民生活を脅かす要因となっていま

す。

安全で安心できる県民生活を確保するためには、県民の身近で発

生する窃盗犯被疑者を一人でも多く検挙する必要があることから、

これら窃盗犯の徹底検挙に向けた諸対策を強力に推進します。

実 施 項 目 １ 的確な発生実態の分析

推 進 結 果 １ 発生地域、時間帯などを綿密に分析し、効率的な検挙活動を実施

しました。

実 施 項 目 ２ 合同・共同捜査の推進

推 進 結 果 ２ 広域的、組織的な事件に対し、積極的な合同・共同捜査を実施し

ました。

実 施 項 目 ３ 各種装備資機材の有効かつ積極的な活用

推 進 結 果 ３ 各種装備資機材を有効に活用した検挙活動に努めました。

実 施 項 目 ４ 鑑識活動の徹底

推 進 結 果 ４ 証拠資料の採取を徹底し、被疑者の割り出しに努めました。

実 績 （ 成 果 ） ○ 平成２６年中の数値

街頭で連続的に
重要窃盗犯

発生する窃盗犯
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認知件数(件)
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検挙件数(件)
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検挙率( )%
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※（）内の数字は前年比の数値となります。



実績（成果）指標 ○ 重要窃盗犯の認知件数、検挙件数及び検挙人員【千葉県】

、 【 】○ 街頭で連続的に発生する窃盗犯の認知件数 検挙件数及び検挙人員 千葉県

参 考 指 標 ○ 重要窃盗犯の認知件数、検挙件数及び検挙人員【全国】

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２4 Ｈ２５ Ｈ２６

認知件数 57,775 46,445 42,625 41,312 42,813 39,079 33,875 32,338 31,230 26,531

検挙件数 6,304 8,220 6,358 4,809 4,611 4,372 2,733 2,444 1,912 2,876

検挙人員 1,427 1,522 1,248 1,055 1,007 1,204 856 754 662 652

検挙率 10.9 17.7 14.9 11.6 10.8 11.2 8.1 7.6 6.1 10.8
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H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 Ｈ２５ Ｈ２６

認知件数 26,347 22,779 19,387 17,574 16,176 16,151 13,763 12,490 12,706 9,541

検挙件数 9,605 8,909 9,158 7,505 6,489 5,601 4,667 5,041 4,407 4,782

検挙人員 819 790 681 525 516 516 521 452 406 419

検挙率 36.5 39.1 47.2 42.7 40.1 34.7 33.9 40.4 34.7 50.1
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街頭で連続的に発生する窃盗犯の認知件数、検挙件数及び検挙人員【全国】○

重要窃盗犯の認知件数は、１万件を下回り、検挙率は、５０パー
効 果

セントを超えました。

街頭で連続的に発生する窃盗犯の認知件数は、３万件を下回り、

検挙件数は、８年ぶりに増加しました。

犯行手口は、社会情勢の変化等により悪質かつ巧妙化することか
今 後 の 課 題

ら、引き続き徹底した分析を行う必要があります。
及 び 方 針

安全で安心できる県民生活を確保するために、新たな犯行手口に

即座に対応できる体制を構築するとともに、一人でも多くの窃盗犯

被疑者を検挙するため、諸対策を推進していきます。

施 策 主 管 課 刑事部捜査第三課

政策評価担当課 刑事部刑事総務課


